
事故事例２ （一般乗用）脇見運転により交差点に進入し、横断中の歩行者と衝突

曜日・時間・天候 （火 ・８時００分・曇り）
場 所 市街地の一般道
道路の状況 乾燥 幅員１１メートル
運 転 者 年齢５８歳 運転歴１６年
乗務開始から事故発 ２．５ｋｍ
生の乗務距離
損 害 死亡１名
事故概要
空車で無線待機場所へ向かう途中、当該交差点にて黄色信号から赤信号に変わった

にもかかわらず、脇見運転のうえ前走車両に続き交差点に進入し、青信号で横断歩道
を渡っていた女児（８才）をはね轢過したもの。
なお、当該事故で輪禍された女児は２時間後に死亡した。

種 別 ・ 形 状 小型・乗用
乗 車 定 員 ５名
当時の乗車人員 １名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

信号無視によ 脇見運転 運転者に対する指導監督
・常用している無線待機場所へ向かう慣れ ・法令遵守の指導を徹底する。る交差点進入
た道路であり、車両信号が黄になってか ・見込み運転の防止等安全運転の徹底を

ら歩行者用信号が青に変わるまで時間 指導する。横断者の発見 （30

秒）が長いことを認識していた （推測） ・見通しの悪い箇所での減速の指導を徹の遅れ 。

・見通しの悪い交差点であるにも関わらず 底する。、

速度を落とさず進入した。 ・危険箇所等の添乗指導の実施する。

道路状況等 道路の改善等
・横断歩道が高架下にあり、横断者を視認 ・照明施設、警告表示、補助信号等の道

しにくい。 路施設の改善をする。


